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市町村名 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

川俣町 0% 0% 0% 1% 1% 3% 31% 40% 46% 57% 63% 69% 73%

田村市 1% 35% 55% 58% 59% 59% 59% 59% 57% 57% 60% 61% 70%

南相馬市 7% 10% 28% 27% 40% 43% 50% 53% 58% 63% 65% 69% 72%

広野町 3% 47% 66% 72% 75% 75% 78% 81% 86% 78% 85% 86% 89%

楢葉町 0% 0% 1% 1% 5% 8% 15% 40% 66% 66% 71% 72% 77%

富岡町 0% 0% 0% 0% 0% 1% 1% 2% 4% 14% 24% 29% 34%

川内村 0% 33% 41% 48% 55% 61% 61% 60% 59% 60% 59% 59% 59%

大熊町 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 2% 4% 7%

双葉町 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 1% 1%

浪江町 0% 0% 0% 0% 0% 0% 1% 2% 7% 13% 20% 27% 33%

葛尾村 0% 0% 0% 0% 2% 3% 7% 10% 14% 17% 29% 38% 46%

飯舘村 0% 0% 0% 0% 0% 0% 2% 6% 19% 28% 32% 33% 33%

計 3.1% 7.9% 17.0% 17.3% 23.0% 25.1% 29.1% 32.2% 38.0% 42.6% 46.3% 49.7% 52.9%   

(出典ふくしま復興情報ポータルサイト） 
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「ふくしま森林再生事業」を活用した公的主体による 
森林整備(■)は減少傾向 

(出典) 福島県森林整備課調べ 

(出典) 福島県水産課調べ 
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(出典) 福島県「海面漁業漁獲高統計」 
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 ※価格の指数は、福島県産品と全国平均の価格差を、全国平均の価格で割った値 

※令和６年度は、令和６年 12 月までの実績を使用 
※牛肉、干し柿、ヒラメは年度単位、モモとピーマンは 7-9 月の値、米は産年ごとの値 
※干し柿にはあんぽ柿以外も含む 

 

  

 

 

(出典) 農林水産省「令和６年度福島県産農産物等流通実態調査」 
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(出典) 農林水産省「農林業センサス」 (出典) 農林水産省「農林業センサス」 

(出典) 農林水産省「耕地及び作付面積統計」 (出典) 福島県農村計画課調べ 
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(出典) 農林水産省「農林業センサス」 (出典) 総務省「国勢調査」 

(出典) S60～H20：農林水産省「漁業センサス」 
H23～  ：福島県水産課調べ 

※操業（試験操業を含む）を再開した 

経営体数を集計 

(出典) 福島県水産課調べ 
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【農林水産物等のモニタリング検査結果 令和６年度 】

 種別 検査件数 基準値超過数 超過数割合 

玄米 201 件 0 件 0.00% 

野菜・果実 1,854 件 0 件 0.00％ 

畜産物 1,735 件 1 件 0.06％ 

栽培山菜・きのこ 591 件 0 件 0.00％ 

海産魚介類 3,257 件 0 件 0.00％ 

内水面養殖魚 20 件 0 件 0.00％ 

野生山菜・きのこ 414 件 2 件 0.48％ 

河川・湖沼の魚類 127 件 0 件 0.00％ 

 

  

※国のガイドラインに基づき福島県が実施している検査（令和６年 4 月 1 日～令和 7 年３月 31 日） 

※出荷・販売用の品目を対象にした検査（出荷制限等品目の解除に向けた検査を除く 

※基準値超過は、ねまがりだけ 2 点、牛肉１点（牛肉 1 点は、放射性物質が含まれていることを知らずに、

廃業した畜産農家から譲渡された稲わらを誤って飼料したことが要因であり、特異なケースである。） 
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(出典)  

福島県県産品振興戦略課 

福島県農産物流通課 

福島県貿易促進協議会 調べ 

(出典) 農林水産省「６次産業化総合調査」 (出典) 農林水産省「６次産業化総合調査」 
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(出典) 農林水産省「作況調査」「野菜生産出荷統計」「畜産統計」「特用林産物生産統計調査」「海面漁業生産統計調査」他

 

  

本県の

全国 福島県 シェア(%) 順位 １位

t R6 7,345,000 356,800 4.9 5 新 潟 県

〃 〃 109,700 29,100 26.5 2 山 梨 県

〃 〃 172,700 14,800 8.6 3 千 葉 県

〃 〃 502,900 38,000 7.6 4 宮 崎 県

〃 〃 662,600 21,400 3.2 8 熊 本 県

〃 R5 24,600 1,340 5.4 9 北 海 道

〃 〃 30,700 2,530 8.2 3 千 葉 県

〃 〃 16,700 965 5.8 4 鹿児島県

千本 R6 68,300 2,980 4.4 4 岩 手 県

〃 〃 78,300 2,820 3.6 9 長 野 県

〃 〃 47,600 9,670 20.3 2 熊 本 県

t 〃 9 5 55.6 1 (2 位 ) 長 野 県

頭 〃 1,313,000 10,500 0.8 19 北 海 道

〃 〃 2,672,000 50,500 1.9 16 北 海 道

〃 〃 8,798,000 111,600 1.3 21 鹿児島県

千羽 〃 168,599 5,220 3.1 14 千 葉 県

〃 R5 － 96 － － ―

〃 R6 144,859 751 0.5 26 鹿児島県

t R5 23,752 1,683 7.1 4 新 潟 県

〃 〃 63,374 3,482 5.5 6 徳 島 県

〃 〃 6,271 844 13.5 3 北 海 道

〃 R6 1,617 580 35.9 2 茨 城 県

年次
実   績 全   国

区　　分

　ヒラメ生産量（属人）　

　水稲収穫量　

　もも収穫量　

　なめこ生産量　

　肉用若鶏（ブロイラー）飼養羽数

　宿根かすみそう出荷量

　乳用牛飼養頭数

　肉用牛飼養頭数　

　豚飼養頭数

　採卵鶏飼養羽数(ひな、成鶏めす)

林
業

　地鶏（会津地鶏、川俣シャモ）

　コイ養殖生産量

水
産

　おたねにんじん収穫量

単位

　りんどう出荷量　

　トルコギキョウ出荷量

　生しいたけ生産量

農
 

業

　アスパラガス収穫量　

　さやいんげん収穫量

　さやえんどう収穫量

　日本なし収穫量　

　きゅうり収穫量　

　トマト収穫量　

804 760 875 761 
536 570 699 755 808 822 770 

582 596 694 
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（億円） 

(出典) 農林水産省「生産農業所得統計」 
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(出典) 農林水産省「林業産出額」 (出典) 福島県林業振興課調べ 

(出典) 福島県「海面漁業漁獲高統計」 (出典) 農林水産省「漁業・養殖業生産統計」 

733
617 562 617 644 630 571

655 713 749 688
853

1016 943

493

243
166

231
283 286 347

345
320 309

321

337

368
386

22

12

11

7
6 6 2

6 6 6
3

5

5
51,248 

872 

739 

855 
933 922 920 1,006 

1,039 
1,064 

1,012 

1,195 

1,389 
1,335 

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

木材生産 栽培きのこ類生産 その他

（千万円） 
（千㎥） 
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沿岸 24,173 1,100 45 240 453 1,021 1,344 1,800 2,642 3,529 4,614 4,238

沖合 49,751 45,000 40,860 41,601 55,848 40,239 43,684 47,700 44,832 64,685 64,533 56,627

遠洋 5,015 3,600 3,866 3,407 3,489 4,186 2,916 3,300 2,559 1,201 2,358 1,795
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13,157 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

農地維持

資源向上(共同)

資源向上(⾧寿命化)

(出典) 福島県「県政世論調査」 

(出典) 福島県農村振興課調べ 
(出典) 福島県農村振興課調べ 

14,649 

14,988 

15,229 
15,257 

15,317 

14,914 

15,126 
15,281 

15,516 
15,658 

1,139 
1,162 

1,171 
1,174 

1,176 

1,078 
1,079 

1,082 
1,084 

1,086 

1,000

1,100

1,200

13,000

14,000

15,000

16,000

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

協定数

取組面積 協定数

取組面積(ha) 

・・・農地法面の草刈り、水路の土砂上げ、農道の路面維持等の保全活動 

     ・・・水路、道路等の軽微な補修、景観形成、生態系保全等の活動 

        ・・・施設の⾧寿命化のための活動 
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(出典) 農林水産省「農林業センサス」 

(出典) 農林水産政策研究所「日本農業・農業構造の 

展開過程-2015 年農林業センサスの総合分析-」 (出典) 農業・食品産業技術総合研究機構調べ 

131%

100%

71%

51%

36%

126%

100%

79%

62%

48%

138%

100%

73%

54%

40%

133%

100%

72%
54%

39%

106% 100%
95% 91%

85%

0%

20%

40%

60%

80%

100%
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140%

160%

H22 H27 R2 R7 R12

都市的地域 平地農業地域
中間農業地域 山間農業地域

0

5

10

15

20

25

30

35

40

9戸以下 10～29戸 30～49戸 50～99戸 100～149戸 150戸以上

全国(2010) 全国(2015)

東北(2010) 東北(2015)

福島(2010) 福島(2015)

(％) 
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31 
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27 
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128 
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0

50

100

150

200

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

その他

クマ

シカ

サル

イノシシ

鳥類

239.4
63.1

18.3
90.2

28.1
10.8

7.0
2772.0

143.6
16.8

61.6
18.0

95.8
8.6

22.4
4.5

639.1
25.8

76.6
59.8

11.3
6.5

0.0 50.0 100.0 150.0 200.0 250.0

H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28
H29
H30
R1
R2
R3
R4
R5
R6

(出典) 福島県環境保全農業課調べ 

(出典) 福島県農林企画課調べ 

※令和 3 年 5 月 10 日現在 

（百万円） 

（億円） 
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7,600 

4,800 
3,500 

4,700 
5,400 

6,200 
6,000 

8,100 
7,700 

7,200 

4,200 
5,300 5,300 

4,700 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

(出典) 農林水産省「６次産業化総合調査」 

(出典) 福島県「福島県森林・林業統計書」 

178,708 
203,037 

175,859 

229,042 223,056 218,320 
238,231 

258,392 

156,494 156,949 

204,031 
221,786 

240,650 235,691 
250,586 241,345 236,908 

99,463 107,714 

144,457 
126,118 

146,905 

880 882 965 
1,290 1,317 1,475 

1,848 
2,229 2,198 2,186 2,157 2,259 2,294 2,178 2,147 1,965 1,961 1,764 1,687 1,727 

1,460 1,418 

0
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2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

体験者数 インストラクター数 (出典) 福島県観光交流課調べ 

（人） （人） 

（人） 

153,223 

107,189 

131,076 
142,544 

151,614 
161,954 

179,453 
196,029 

230,562 

178,382 

114,918 

144,954 
153,413 

183,847 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

（人） 
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(出典) 農林水産省「我が国の食料消費の将来推計(2019 年版)」 

34.6 32.7 30.3 29.0 27.4 26.2 24.8 23.4 22.1 21.0

43.6 45.1 47.8 49.7 52.1 53.1 54.7 56.2 57.7 59.2

21.8 22.2 21.9 21.3 20.5 20.6 20.5 20.4 20.1 19.9

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H7

(1995)

H12

(2000)

H17

(2005)

H22

(2010)

H27

(2015)

R2

(2020)

R7

(2025)

R12

(2030)

R17

(2035)

R22

(2040)

注１：平成 27 年度までは、家計調査、全国消費実態調査等より計算した実績値で、令和 2 年度以降は国による推計値 
注２：生鮮食品は、米、生鮮魚介、生鮮肉、牛乳、卵、生鮮野菜、生鮮果物の合計。加工食品は、生鮮食品と外食以外の品目。 

(出典) 農林水産省「食料・農業・農村をめぐる情勢及び 

     農業者等からのヒアリング」における主な意見 

(出典) 内閣府「人口、経済社会等の日本の将来像に関する世論調査」 
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食料支出総額

１人当たり食料支出

人口

16.8
16.7
17.5

27.9
23.7

34.1

16.7
26.1

21.3

13.4
8.9

20.0
23.3
33.9

18.2

16.3
20.6

18.4

26.1
38.9

41.3
33.7

27.1
34.1

34.6
31.9

33.3

42.0
35.6

21.3
15.1

13.6
11.4

31.3
21.0

26.2

1.7

1.7
2.3

1.3
0.4

0.8

0% 25% 50% 75% 100%

70歳以上（119人）
60～69歳（90人）
50～59歳（80人）
40～49歳（86人）
30～39歳（59人）
20～29歳（44人）

女性（240人）
男性（238人）

総数（478人）

「思う」 「どちらかといえば思う」 「どちらかといえば思わない」 「思わない」 「わからない」
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2,680 
3,136 

3,569 
4,431 4,593 4,966 

5,661 5,878 

農産物

6,565 
118 

152 
211 

263 268 
355 

376 
370 

林産物

381 

1,698 

2,216 

2,337 

2,757 2,640 

2,749 

3,031 2,873 

水産物

2,277 

4,497 

5,505 
6,117 

7,451 7,502 
8,071 

9,068 9,121 9,223 

0

3,000

6,000

9,000

2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

(出典) 外務省作成資料（令和３年３月） 

(出典) 「貿易統計」を基に農林水産省作成 

（億円） 
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  (出典) 内閣府「新型コロナウイルス感染症の影響下における生活意識・行動の変化に関する調査」 

(出典) 水産課調べ (出典) 畜産課調べ 
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水揚量(t)

ヒラメ単価

前年同期単価

(月)

(円/kg) (t) 

R2 R3 

2,387 
2,498 

2,409 

1,956 

1,771 

1,966 1,956 
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2,197 

2,481 

2,558 

2,659 

2,451 
2,502 

2,668 2,712 

2,004 

2,128 

1,985 
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1,841 1,872 

1,926 
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2,394 
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1,866 1,883 

1,648 

1,499 
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8.1%

7.0%

5.9%

4.6%

3.5%

12.8%

14.5%

11.0%

9.8%

10.6%

7.8%

25.6%

20.3%

20.9%
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24.0%
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R2.12

R2.5

R1.12

R2.12

R2.5
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強い関心がある 関心がある やや関心がある あまり関心が無い 全く関心がない

5.6%

4.8%

3.7%

4.2%

3.3%

2.6%

8.7%

9.1%

7.3%

8.1%

8.0%

5.5%
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18.9%

17.0%

19.2%

18.9%

17.0%

22.7%
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24.5%
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24.6%

26.6%
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44.1%

47.6%

44.4%

45.2%

48.4%

R2.12

R2.5

R1.12

R2.12

R2.5
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※ 東京圏:東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県 
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広域 JA と米飯加工業者が連携した 
パックご飯向け米産地 

加工・業務用野菜を生産から 
加工まで一貫して行う産地 

広域的な共同輸送でコストと品質を両立する 
切り枝産地 

大規模酪農牧場と肉用牛繁殖施設を核にした 
福島県産牛地域内一貫生産 

広域 JA と米飯加工業者が連携した 
パックご飯向け米産地 

加工・業務用野菜を生産から 
加工まで一貫して行う産地 

広域的な共同輸送でコストと品質を 
両立する切り枝産地 

大規模酪農牧場と肉用牛繁殖施設を核にした 
福島県産牛地域内一貫生産 
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（提供：2025 年日本国際博覧会協会） 
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※網掛けは福島県総合計画と共通する指標です。

No 指標名 定義 目標値設定の考え方

R1 37 ％

R12 75 ％以上

R2 71.5 ％

R12 93 ％以上

R2 6,004 ｈａ

R12 6,100 ｈａ以上

R2 21 億円

R12 100 億円以上

R5 179 億円

R12 274 億円以上

R1 290 億円

R12 400 億円以上

R1 98.43

R12 100 以上

R2 93.97

R12 100 以上

R2 90.58

R12 100 以上

No 指標名 定義 目標値設定の考え方

R2 7,146 経営体

R12 8,500 経営体以上

R1 746 法人

R12 1,100 法人以上

R3 233 人

R12 400 人以上

R2 95.7 ％

R12 100 ％

R2 78 人

R12 140 人以上

R12 75 ％以上

R12 累計 100 人以上

R2 588 経営体

R12 500 経営体以上

R2 1,515 件

R12 5,120 件以上

震災後の営農再開面積の増加傾向等に、福島
県高付加価値産地展開支援事業による取組等
を加味し試算

2
放射性物質対策が完了したため池
の割合

放射性物質対策が完了したため池の割合
帰還困難区域のある5町村の7割、その他の市
町村においては全てのため池での対策完了を
目指す

3 森林整備面積
１年間に植栽、下刈り、除伐、間伐等の森
林整備を実施した面積

直近の森林資源の状況や新たな森林管理シス
テム等による取組拡大を踏まえて算出

３　風評の払拭

7 県産農産物価格の回復状況（米）
全国平均価格に対する県産米の平均価格
の回復状況 令和７年までに震災前の価格水準に回復（＝指

数100）することを目指す
（数値は、震災前の全国平均価格に対する県産
農産物価格の割合を100とした場合の現在の水
準）

10 認定農業者数
農業経営強化促進法に基づき、市町村等
で認定された農業経営改善計画数(経営体
数）

担い手への農地集積率（目標75%）と担い手のうち認
定農業者が担う割合（直近実績80%）を踏まえ、本県
の耕地約134,000ha（R12）の6割を認定農業者が担う
ことを目指す

法人化への移行の目安となる、販売金額1,000
万円～1,500万円層の農業者の約８割を法人へ
誘導

近年の加入件数や類似する制度からの移行状
況を勘案し、主業農業経営体数7,303経営体
（2020農林業センサス）の7割の加入を目指す

４　経営の安定・強化

第１節　東日本大震災・原子力災害からの復興の加速化

１　生産基盤の復旧と被災した農林漁業者等への支援

6
福島イノベーション・コースト構想
対象地域における農業産出額

イノベ区域15市町村の農業産出額の合計
浜通り地域等における先端技術の普及や避難地域
等の営農再開の加速により、県全体の農業産出額
の伸び率(15％)を上回る生産額の増加を目指す

4 沿岸漁業生産額
沿岸漁業及び沖合底びき網漁業の属地生
産額

震災前（H22・92億円）を上回る生産額への回復
を目指す

２　避難地域等における農林水産業の復興の加速化

5
避難地域12市町村における農業産
出額

避難地域12市町村の農業産出額
令和12年度までに、震災前（H22）の75％である
274億円を目指す

上段：現況値
下段：目標値

1
営農が可能な面積のうち営農再開
した面積の割合

原子力被災12市町村における営農が可能
な面積のうち営農再開した面積の割合

8 県産農産物価格の回復状況（もも）
全国平均価格に対する県産ももの平均価
格の回復状況

9

11 農地所有適格法人等数
農地法に基づく農地所有適格法人数、
認定農業者である法人の実合計

12

県産農産物価格の回復状況（牛肉）
全国平均価格に対する県産牛肉の平均価
格の回復状況

第２節　多様な担い手の確保・育成

１　農業担い手の確保・育成

上段：現況値
下段：目標値

新規就農者数
新たに農業を職業として選択し、年間１５０
日以上の農業従事を予定している者

農業経営基盤強化促進法に基づき策定された
市町村基本構想の新規就農者育成目標数値
に、法人等での雇用就労者数を加算

13 新規就農者の定着割合
独立・自営就農した者のうち認定新規
就農者の就農５年後の定着割合

100％定着を目指す

16 沿岸漁業新規就業者数
沿岸漁業及び沖合底びき網漁業の新規就
業者数。本格的な操業に向けた取組を開
始した令和３年以降の累計

― （75※）　人
※H23～R2累計（参考）

２　林業担い手の確保・育成

14 新規林業就業者数 １年間に新たに林業の職に就いた人数
森林の再生・整備の拡大や木材産業等の素材生産
増加等を見据え、必要な林業就業者数を2,300人と設
定。この人数を維持するために必要な人数を算出

３　漁業担い手の確保・育成

R12時点で500経営体を維持するためには、本格的な
操業に向けた取組を開始したR3からR12の10年間に
おいて100人以上の新規就業者が必要となる

17 漁業経営体数 沿岸・沖合・遠洋漁業の経営体数の合計
現況値の590経営体を基準に、漁業就業者の年
齢階層スライドと、自然減少を基に算出

15 新規林業就業者の定着率 新規林業就業者の就業３年後の定着率
本県の定着率（直近3年平均54.7％）、緑の雇用の全
国平均定着率（71.2％）及び林業アカデミーふくしまの
長期研修生の定着率見込み（100％）を基に算出

― （54.7※）　％
※H27～H29平均（参考）

18 農業経営収入保険への加入件数
農業経営収入保険に加入した農業者等の
件数
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No 指標名 定義 目標値設定の考え方

R2 37.5 ％

R12 75 ％以上

R2 73.0 ％

R12 78 ％以上

－ ｈａ

R12 累計 63,356 ｈａ以上

R2 6,766 km

R12 8,860 km以上

R1 907 千㎥

R12 1,350 千㎥以上

R1 15 件

R12 累計　20 件以上

R12 累計　315 件以上

R2 16 ％

R12 30 ％以上

R2 14 魚種

R12 50 魚種以上

No 指標名 定義 目標値設定の考え方

R2 680 経営体

R12 1,800 経営体以上

R1 39,877 人

R12 56,000 人以上

R1 91.2 ％

R12 100 ％

－ ％

R12 100 ％以上

R2

R12 917 円/kg以上

R2 2,139 円/kg

R12 3,008 円/kg以上

R2 2,481 店舗

R12 3,000 店舗以上

H29 33 ％

R12 100 ％以上

R3 54.6 ％

R12 70 ％以上

R2 227 百万円

R12 400 百万円以上

第３節　生産基盤の確保・整備と試験研究の推進

１　農地集積・集約化の推進と農業生産基盤の整備

上段：現況値
下段：目標値

19 担い手への農地集積率
耕地面積に対する担い手へ利用集積され
た農用地面積の割合

耕地面積の75％が意欲ある担い手に集積・集約化
することを目標とする（国目標80％に対し、本県の果
樹・園芸経営の構成を考慮し75％とした）

20 ほ場整備率
農振農用地の水田で、ほ場整備事業等に
より整備された面積の割合

市町村等から要望があった約4,000haの農地を、
R12までに計画的に整備し、完了する面積の農
振農用地に対する割合

21
補修・更新により安定的な用水供給
機能が維持される面積

補修・更新により安定的な用水供給が維
持される面積

受益面積（団体営事業35,403ha、県営事業
16,568ha、国営事業11,385ha）の合計

公共建築物等への県産材利用及び集成材工場稼働等に
よる製材用素材生産量の増加、木質バイオマス発電施設
稼働によるチップ用素材生産量の増加見込みを基に算出

３　漁業生産基盤の整備

24
復旧した漁場等の生産力の発揮に
取り組んだ団体数

復旧・利用再開した漁場や魚礁等の管理
等を行った団体数

現在の取組を維持していくため、概ね現状の団
体数の確保を目指す

２　林業生産基盤の整備

22 林内路網整備延長 民有林内の林道及び作業道の整備延長
森林整備実施における林道開設・延長（25ｍ/ha
以上）、作業道整備・延長（50～160ｍ/ha以上）
を合わせた距離

23 木材（素材）生産量 １年間に生産される木材（素材）の量

全作付面積に占める県オリジナル品種の
作付面積の割合

県オリジナル品種（水稲、そば、アスパラガス、イ
チゴ、リンドウ、モモ、リンゴ、日本ナシ、ブドウな
ど）の面積拡大を目指す

27
水産試験研究機関が開発した技術
の導入魚種数

開発した資源管理技術等が導入されてい
る魚種の数（研究成果の件数も含む）

沿岸漁業の主要な魚種での技術導入を目指す

４　戦略的な品種・技術の開発

25
農林水産試験研究機関が開発した
技術件数

当該年度に終了した試験研究課題のうち
「普及に移しうる成果」等の数

― （265※） 件
※H24～R2累計（参考） 過去3年間の実績（平均35件／年）を基に算出

26 オリジナル品種等の普及割合

第４節　需要を創出する流通・販売戦略の実践

１　県産農林水産物の安全と信頼の確保

上段：現況値
下段：目標値

28
第三者認証GAP等を取得した経営
体数

第三者認証ＧＡＰ（GLOBAL G.A.P.、ASIA
GAP、JGAP）及びふくしま県GAPを個人又
は団体で取得し、実践している経営体数

「ふくしま。GAPチャレンジ宣言」の考え方を踏ま
え、農産物販売金額1,000万円以上の農業経営
体数の過半で認証取得を目指す

29 内水面遊漁者数 県内の河川漁場への遊漁者数
震災前の遊漁者数への回復を目指す（R12時点
でも再開の見通しが立たないことが想定される
漁場を除く）

30
食品表示法に基づく生鮮食品の適
正表示割合

食品表示法に基づき適正に表示されてい
ることを確認した生鮮食品の割合

適正表示１００％を目指す

全国の取引価格と同水準への回復を目指す。
目標価格は、近年の価格動向を踏まえ推計

33 銘柄「福島牛」の取引価格
東京都中央卸売市場における銘柄「福島
牛」の取引価格

全国の取引価格と同水準への回復を目指す。
目標価格は、近年の価格動向を踏まえ推計

３　消費拡大と販路開拓

２　戦略的なブランディング

31
「福､笑い」と全国高級ブランド米と
の価格比

「福､笑い」取扱店舗での全国高級ブランド
米との価格比

首都圏百貨店等における、他産地高級ブランド
米と同等の販売金額

32 ももの取引価格
東京都中央卸売市場における県産ももの
平均単価

        484 円/ｋｇ
(H28～R2平均値)

36
県産の食材を積極的に購入すると
回答した県民の割合

県政世論調査における意識調査項目
県産農林水産物の放射性物質対策の継続、安
全性の情報発信等を通じ、積極的に購入する県
民の増加を目指す

37 県産農産物の輸出額
県内の農業団体等が輸出向けに出荷した
県産農産物（米、果物、牛肉、野菜、花き
等）の金額

近年の輸出額の動向を踏まえて、毎年７百万円
程度増加させることを目指す

34 県産米の県外での定番販売店舗数
県産米の県外量販店等での定番販売
店舗数

首都圏、近畿圏、中京圏、北海道を中心とした販
路拡大の取組を推進し、定番販売店の拡大を図
る

35
県内公設市場における県産水産物
取扱量の回復割合

福島市及びいわき市公設市場における
県産水産物取扱量の回復割合

震災前の取扱量への回復を目指す
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No 指標名 定義 目標値設定の考え方

R1 2,086 億円

R12 2,400 億円以上

R1 822 億円

R12 765 億円以上

R1 806 億円

R12 993 億円以上

R1 435 億円

R12 616 億円以上

R2 2,751 経営体

R12 3,500 経営体以上

R1 106 億円

R12 152 億円以上

R1 4,665 ｔ

R12 7,100 ｔ 以上

H30 97 億円

R12 200 億円以上

R2 525 経営体

R12 1,700 経営体以上

R2 103 経営体

R12 300 経営体以上

R2 364 経営体

R12 1,160 経営体以上

R2 58 経営体

R12 240 経営体以上

R2 50 ％

R12 60 ％以上

R2 1,500 kg/10a

R12 1,900 kg/10a以上

R2 26.6 頭

R12 38 頭以上

R2 40.1 頭

R12 74 頭以上

R2 15 ％

R12 32 ％以上

R2 184 ｈａ

R12 累計 6,250 ｈａ以上

R3 22.9 ％

R12 37 ％以上

R2 58 百万円

R12 145 百万円以上

R2 136 ％

R12 100 ％以上

R2 2,957 ｈａ

R12 6,000 ｈａ以上

－ 件

R12 累計 10 件以上

第５節　戦略的な生産活動の展開

１　県産農林水産物の生産振興

上段：現況値
下段：目標値

38 農業産出額
1年間に、生産された農産物の販売金額の
合計

避難地域等の営農再開、風評払拭とブランド力の向
上の他、規模拡大、品質の向上等を図り、震災前
（H22年2,330億円）を上回る農業産出額を目指す

39 　　農業産出額（穀類）
米、麦類、豆類及びそばの販売金額の
合計

主食用米の需要減少を踏まえ、大豆、飼料用米、園
芸作物等の戦略作物の計画的導入と安定生産を目
指す

40 　　農業産出額（園芸）
いも類、野菜、果実、花き及び工芸作物の
販売金額の合計

主力野菜の施設化・規模拡大、果樹の計画的な改
植・規模拡大等を推進し、販売金額の増加を目指す

43 林業産出額
木材（素材）、栽培きのこ及びその他（薪、
木炭等）の産出額合計

直近の生産量に、新たに稼働した工場や生産施
設による増産が見込まれる製材や木材チップ、
栽培きのこ等の生産量を加味し算出

44 栽培きのこ生産量 栽培きのこ生産量
菌床しいたけ、なめこの生産施設の整備、原木
しいたけの生産再開などによる生産量の増加を
目指す

41 　　農業産出額（畜産）
肉用牛、乳用牛、豚、鶏及びその他畜産物
の販売金額の合計

省力化技術の導入等による肉用牛・乳用牛の増
頭を推進し、販売金額の増加を目指す

42
農産物販売金額1,000万円以上の
農業経営体数

農産物販売金額1,000万円以上の経営体
数の合計

農業産出額や生産構造が近似する県の増加率（5年
→約110%）を上回ることを目指す。（R8までは75経営
体／年、R9～R12は100経営体／年の増加）

45 海面漁業・養殖業産出額
海面漁業及び養殖業産出額（属人）の合
計

沿岸漁業に、沖合・遠洋・養殖分の産出額を合
算し、現況からの倍増を目指す

２　産地の生産力強化

46 スマート農業技術等導入経営体数
水稲（大規模経営体）・園芸・畜産おける
スマート農業等技術の導入経営体数

49
スマート農業技術等を導入した畜産
経営体数

スマート農業等を導入した畜産経営体数
大規模畜産経営を中心に導入を推進するととも
に、県が開発したAI肉質評価システムの活用を
推進し、増加を目指す

50
夏秋きゅうり栽培における施設化
割合

夏秋きゅうり栽培に占める施設化割合 年間約１％の増加を目指す

経営品目・規模等に応じた技術の導入を推進
し、大規模農場では概ね技術の導入を目指すな
ど、現況の２倍の経営体での活用を目標に設定

47
スマート農業技術等を導入した大規模
稲作経営体数

大規模稲作経営体の約９割で導入を目指す

48
スマート農業技術等を導入した園芸
経営体数

スマート農業等を導入した園芸経営体数 園芸経営体の約１割で導入を目指す

53 県内酪農家１戸当たりの飼養頭数
搾乳を目的として飼養している牛における
酪農家１戸あたりの飼養頭数

省力技術の導入を推進するとともに、避難地域
等における大規模酪農施設の稼働や営農再開
を通じ、規模拡大を図る

54 森林経営計画認定率
地域森林計画対象森林面積に占める森林
経営計画認定面積の割合

国が目標とする増加割合を基に算出

51 ももの10a当たりの生産量 ももの10a当たりの生産量
病害虫対策や改植等の推進を図り、過年度実績
の最大値を目指す

52
県内肉用牛農家１戸当たりの飼養
頭数

肉専用種及び肉用に利用する牛における
農家１戸当たりの飼養頭数

省力技術の導入を推進するとともに、避難地域
等における繁殖雌牛の受託施設整備や営農再
開を通じ、規模拡大を図る

55
森林経営管理権集積計画の作成
面積

森林経営管理制度に基づく経営管理権集
積計画の作成・公告による経営管理権の
設定面積

制度を導入する森林のうち、意向調査結果及び
市町村へ経営管理を委託する割合（全国的な傾
向）等を基に算出

３　産地の競争力強化

56
水稲オリジナル品種の作付面積
割合

種子注文数量に基づく推計作付面積に占
める県オリジナル品種の作付面積の割合

59 有機農業等の取組面積
有機JAS認証面積、特別栽培認証面積、
米の特別栽培（ガイドライン）面積の合計

全国の有機農業の取組面積の推移等を踏ま
え、これを上回る面積の拡大を目指す

60
地球温暖化等の気候変動に対応し
た農産物の生産技術の開発件数

「普及に移しうる成果」及び「参考となる成
果」のうち、気候変動に対応した技術の数

毎年度１件の試験研究成果を目指す

高品質米の「福､笑い」や多収性で栽培しやすい
「天のつぶ」などを中心に栽培拡大を図る

57 花きの輸出額
花きの主要卸売市場における県産花きの
輸出金額の合計

県産農産物の輸出額目標（2.5倍）を踏まえ、同
等以上の輸出額増大を目指す

58
消費地市場における県産水産物の
平均単価回復割合

東京都卸売市場における福島県産水産物
の平均単価回復割合

県産水産物の取扱量が震災前の水準に回復・
維持されている状況で、震災前の水準を上回る
平均価格を目指す

スマート農業等を導入した大規模稲作経
営体（20ha以上）の数
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No 指標名 定義 目標値設定の考え方

R3 86.1 ％

R12 95 ％以上

R2 114,918 人

R12 170,000 人以上

R2 51 ％

R12 57 ％以上

R12 累計 4,500 ｈａ以上

R2 12,735 人

R12 12,000 人以上

R2 198,391 千円

R12 90,000 千円以下

R3 4 箇所

R12 124 箇所以上

R3 1,097 集落

R12 1,179 集落以上

R1 447 億円

R12 570 億円以上

R1 631 千ｔ

R12 900 千ｔ 以上

防災重点農業用ため池1,414箇所のうち、早急に対
策が必要な優先度の高い124箇所全てについて、
「防災重点農業用ため池に係る防災工事等の推進に
関する特別措置法」期間中の工事着手を目指す

68 治山事業により保全される集落数
治山事業の実施により山地災害防止機能
が確保された集落数

福島県治山事業実施方針で目標とする、保全さ
れる集落数の増加箇所数を基に算出

４　地域資源を活用した取組の促進

69
農産物の加工や直売等の年間販売
金額

農業生産関連事業の販売金額
全国上位県の年間販売額水準への増加を目指
す

70 木質燃料使用量
県内木質バイオマスエネルギー利用施設
における木質燃料使用量

今後の木質バイオマス利用施設の整備を見込
み、当該施設での使用量分を現況値に加算

65
河川・湖沼の漁場環境保全等に取
り組む人数

河川・湖沼の多面的機能の維持・発揮に
関わる内水面漁業協同組合の組合員（正・
准）数

現状では減少傾向であるものの、維持を図る

３　快適で安全な農山漁村づくり

66 野生鳥獣による農作物の被害額
野生鳥獣により被害を受けた農作物の被
害額

63
地域共同活動による農地・農業用
水等の保全管理面積の割合

農業振興地域内の農用地等の面積のうち
共同活動により保全管理された農地・農業
用水等の面積が占める割合

多面的機能支払制度や中山間地域等直接支払
制度を推進し、取組面積の拡大を目指す。目標
値は、直近5箇年の推移を基に算出

64 遊休農地の解消面積
「遊休農地に関する措置の状況に関する
調査」による遊休農地解消面積

過去10年間の遊休農地解消面積の実績を基に
算出

国の鳥獣被害防止対策の方針等を踏まえ、被
害額（基準：令和元年度179,326千円）の半減を
目指す

67 防災重点農業用ため池整備着手数
防災工事等推進計画に基づき安全性を確
保する工事に着手した防災重点農業用た
め池の数

令和3年度の意識調査において「どちらでもな
い」と回答した県民の割合を現況値に加えた数
値

62 森林づくり意識醸成活動参加者数
森林づくりや緑化活動、森林環境学習活
動等への参加者数

新型コロナウイルス感染症拡大の影響で減少し
た参加者数を、過去5年間の水準まで回復させ
る

２　農林水産業・農山漁村が有する多面的機能の維持・発揮

第６節　活力と魅力ある農山漁村の創生

１　農林水産業・農山漁村に対する意識醸成と理解促進

上段：現況値
下段：目標値

61
自然と伝統が残る農山漁村地域を
大切にしたいと思う県民の割合

県政世論調査における意識調査項目

     　―　ha
（参考：R2実績 430ha）
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年月日 審議会開催等［主な検討内容］ 

平成 31 年 ４月～ 農林水産部次期計画検討チーム設置 

（前計画の総点検や新しい計画策定に係るたたき台の検討等、計 8 回開催） 

令和元年 9 月 2 日 福島県農業振興審議会〔福島県農林水産業振興計画策定について諮問〕 

12 月 3 日 福島県森林審議会〔福島県農林水産業振興計画策定について諮問〕 

令和 2 年 1 月 20 日 福島県農業振興審議会〔全体概要・構成等について〕 

１月 31 日 福島県水産業振興審議会〔福島県農林水産業振興計画策定について諮問〕 

2 月 10 日 農林事務所企画部⾧会議〔地方計画の策定等について〕 

6 月 ※審議会延期【福島県総合計画の策定時期が R2.12 から R3.9 へ延期】 

9 月 1 日 福島県水産業振興審議会〔計画骨子案について審議〕 

9 月 2 日 福島県農業振興審議会〔計画骨子案について審議〕 

9 月 23 日 福島県森林審議会〔計画骨子案について審議〕 

9 月 ～計画策定スケジュールの見直し～ 

審議会からの答申（予定）：令和 2 年度中から令和 3 年度へ変更 

10 月 30 日 農林水産業者等との意見交換会 

（11 月 19 日まで、県内 9 箇所で 63 名の農林水産業者等との意見交換を実施） 

令和 3 年 1 月 19 日 福島県森林審議会〔計画原案について審議〕 

1 月 20 日 福島県水産業振興審議会〔計画原案ついて審議〕 

1 月 22 日 福島県農業振興審議会〔計画原案について審議〕 

3 月 23 日 福島県水産業振興審議会〔中間整理案について審議〕 

3 月 25 日 福島県農業振興審議会〔中間整理案について審議〕 

3 月 26 日 福島県森林審議会〔中間整理案について審議〕 

6 月 14 日 県民意見公募（パブリック・コメント） 

（令和 3 年 7 月 13 日まで 1 箇月間） 

6 月 14 日 各市町村・農林水産業関係団体等への意見照会 

7 月 5 日 関係機関・関係団体等との意見交換会 

（7 月 19 日まで、県内７地方で 61 名の関係者等との意見交換を実施） 

8 月 30 日 福島県水産業振興審議会〔計画案について審議〕 

9 月 1 日 福島県森林審議会〔計画案について審議〕 

9 月 8 日 福島県農業振興審議会〔計画案について審議〕 

10 月 25 日 福島県水産業振興審議会〔答申案について審議〕 

11 月 1 日 福島県農業振興審議会〔答申案について審議〕 

11 月 4 日 福島県森林審議会〔答申案について審議〕 

12 月 ２日 福島県農業振興・森林・水産業振興審議会〔答申〕 

12 月 24 日 政策調整会議〔策定〕   
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元 農 第 １ ２ ５ ８ 号 
令 和 元 年 ９ 月 ２ 日 

 
福島県農業振興審議会⾧ 様 

 
福島県知事 

 
新しい福島県農林水産業振興計画の策定について（諮問） 

東日本大震災及び原子力災害からの復興状況や時代潮流等を踏まえ、⾧期的展望に立った
本県農林水産業振興の基本的な方向性を示す必要があるため、附属機関の設置に関する条例
（昭和２９年福島県条例第３５号）第２条の規定に基づき、新しい福島県農林水産業振興計
画の策定について、貴審議会に諮問します。 

 

３ 農 振 審 第 ４ 号 
令和３年１２月２日 

 
福 島 県 知 事 殿 

 
福島県農業振興審議会会⾧ 

 
福島県農林水産業振興計画の策定について（答申） 

令和元年９月２日付け元農第１２５８号で諮問のあったこのことについては、審議検討の
結果、別紙「福島県農林水産業振興計画案」のとおり答申します。 

なお、計画の推進にあたっては、東日本大震災及び原子力災害に加え、頻発化・激甚化す
る自然災害、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う需要減少など、二重三重の深刻かつ甚大
な影響を受けている本県の農林水産業・農山漁村の状況を踏まえ、以下の点に格別の配慮を
払われるよう要望します。 

記 
１ 県は、国や市町村、関係団体と連携しながら、農林水産業・農山漁村をめぐる情勢を注

視し、生産者等が希望をもって活動を継続できるよう多様化・複雑化している課題にきめ
細かに対応すること。 

２ 本計画は「『もうかる』『誇れる』共に創るふくしまの農林水産業と農山漁村」の実現に
向け、様々な主体が相互に協力し取り組んでいくための共通の指針となるものであること
から、計画の趣旨や内容等を広く周知するとともに、計画に基づいた取組や実績の情報発
信に努めること。 

３ 県の取組について、毎年度、成果・実績の進行管理を行い、その結果を次年度の事業等
に反映させ、計画の実現に向けた実効性のある取組となるよう努めること。 
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任期：令和 2 年 8 月 1 日から令和 4 年 7 月 31 日 

氏 名 所属団体・役職等 

橋本 克也  福島県市⾧会 顧問（須賀川市⾧） 

久保木 正大 
（R3.6.1 まで） 

 福島県町村会 副会⾧（泉崎村⾧） 

大宅 宗吉 
（R3.6.8 から） 

 福島県町村会 副会⾧（南会津町⾧） 

奥平 貢市  福島県農業会議 副会⾧ 

橋本 正典  福島県農業協同組合中央会 常務理事 

宗像 実 
（R3.6.29 まで） 

 公益社団法人福島県畜産振興協会 会⾧ 

紺野 宏 
（R3.6.30 から） 

 公益社団法人福島県畜産振興協会 会⾧ 

菊地 和明  福島県土地改良事業団体連合会 専務理事 

千枝 浩美  ＪＡ福島女性部協議会 会⾧ 

阿部 哲也  福島県認定農業者会 会⾧ 

齋藤 澄子  福島県指導農業士会 監事 

中田 幸治  一般社団法人うつくしまふくしま農業法人協会 副会⾧ 

生源寺 眞一 会⾧ 福島大学農学群 食農学類⾧・教授 

石井 圭一 副会⾧ 東北大学大学院農学研究科 准教授 

岩崎 由美子  福島大学行政政策学類 教授 

髙野 イキ子  福島県消費者団体連絡協議会 副会⾧ 

中村 啓子  公益社団法人福島県栄養士会 副会⾧ 

満田 盛護  福島県食品産業協議会 会⾧ 

横田 純子  特定非営利活動法人素材広場 理事⾧ 

小澤 啓子  公募委員（農業、おざわふぁーむ（株）、指導農業士） 

関 奈央子  公募委員（農業、(株)さんさいファーム） 

（敬称略） 
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氏 名 所属団体・役職等 

橋本 克也  福島県市⾧会 顧問（須賀川市⾧） 

久保木 正大  福島県町村会 副会⾧（泉崎村⾧） 

梶内 正信  福島県農業会議 理事 

橋本 正典  福島県農業協同組合中央会 常務理事 

宗像 実  公益社団法人福島県畜産振興協会 会⾧ 

後藤 庸貴  福島県土地改良事業団体連合会 専務理事 

満田 盛護  福島県食品産業協議会 副会⾧ 

高林 きくみ  ＪＡ福島女性部協議会 会⾧ 

生源寺 眞一 会⾧ 福島大学農学群 食農学類⾧・教授 

石井 圭一 副会⾧ 東北大学大学院農学研究科 准教授 

岩崎 由美子  福島大学行政政策学類 教授 

中村 啓子  公益社団法人福島県栄養士会 会⾧ 

平久井 信子  福島県消費者団体連絡協議会 会員 

齋藤 澄子  福島県指導農業士会 副会⾧ 

阿部 哲也  福島県認定農業者会 会⾧ 

中田 幸治  一般社団法人うつくしまふくしま農業法人協会 事務局⾧ 

横田 純子  特定非営利活動法人素材広場 理事⾧ 

小澤 啓子  公募委員（農業） 

関 奈央子  公募委員（農業、(株)さんさいファーム） 

（敬称略） 
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元 農 第 １ ８ ０ １ 号 
令和元年１２月３日 

 
福島県森林審議会⾧ 様 

 
福島県知事 

 
新しい福島県農林水産業振興計画の策定について（諮問） 

東日本大震災及び原子力災害からの復興状況や時代潮流等を踏まえ、⾧期的展望に立った
本県農林水産業振興の基本的な方向性を示す必要があるため、森林法第６８条第２項の規定
に基づき、新しい福島県農林水産業振興計画の策定について、貴審議会に諮問します。 

 

３ 森 審 第 ８ 号 
令和３年１２月２日 

 
福 島 県 知 事 様 

 
福島県森林審議会⾧ 

 
福島県農林水産業振興計画の策定について（答申） 

令和元年１２月３日付け元農第１８０１号で諮問のあったこのことについては、審議検討
の結果、別紙「福島県農林水産業振興計画案」のとおり答申します。 

なお、計画の推進にあたっては、東日本大震災及び原子力災害に加え、頻発化・激甚化す
る自然災害、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う需要減少など、二重三重の深刻かつ甚大
な影響を受けている本県の農林水産業・農山漁村の状況を踏まえ、以下の点に格別の配慮を
払われるよう要望します。 

記 
１ 県は、国や市町村、関係団体と連携しながら、農林水産業・農山漁村をめぐる情勢を注

視し、生産者等が希望をもって活動を継続できるよう多様化・複雑化している課題にきめ
細かに対応すること。 

２ 本計画は「『もうかる』『誇れる』共に創るふくしまの農林水産業と農山漁村」の実現に
向け、様々な主体が相互に協力し取り組んでいくための共通の指針となるものであること
から、計画の趣旨や内容等を広く周知するとともに、計画に基づいた取組や実績の情報発
信に努めること。 

３ 県の取組について、毎年度、成果・実績の進行管理を行い、その結果を次年度の事業等
に反映させ、計画の実現に向けた実効性のある取組となるよう努めること。 
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任期：令和 2 年 7 月 29 日から令和 4 年 7 月 28 日 

氏 名 所属団体・役職等 

阿部 恵利子  郡山女子大学家政学部生活科学科 准教授 

荒川 敦郎  福島県木材青壮年協会 理事 

遠藤 忠一  福島県市⾧会（喜多方市⾧） 

大宅 宗吉  福島県町村会 副会⾧（南会津町⾧） 

今野 万里子  公募委員 

齋藤 久美子  公募委員 

齋藤 澄子  福島県女性農業委員会協議会 副会⾧ 

酒井 美代子  公益社団法人福島県建築士会 女性委員会委員⾧ 

白岩 和子  特定非営利活動法人あぶくま地域づくり推進機構 

関 奈央子  福島県市町村教育委員会連絡協議会 

田子 英司 会⾧代行 福島県森林組合連合会 代表理事会⾧ 

田坂 仁志  福島森林管理署⾧ 

豊田 新一  福島県林研グループ連絡協議会 会⾧ 

藤野 正也 会⾧ 福島大学食農学類 准教授 

緑川 平壽  福島県指導林家連絡協議会 会⾧ 

（五十音順 敬称略） 
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氏 名 所属団体・役職等 

秋元 公夫 会⾧代行 福島県森林組合連合会 代表理事会⾧ 

遠藤 忠一  福島県市⾧会（喜多方市⾧） 

大平 宏之  福島県木材青壮年協会 顧問 

小椋 敏一  福島県町村会 会⾧（北塩原村⾧） 

香月 英伸  福島森林管理署⾧ 

今野 万里子  公募委員 

齋藤 久美子  公募委員 

齋藤 澄子  福島県女性農業委員会協議会 副会⾧ 

酒井 美代子  公益社団法人福島県建築士会 女性委員会委員⾧ 

白岩 和子  特定非営利活動法人あぶくま地域づくり推進機構 

鈴木 キヨ子  福島県市町村教育委員会連絡協議会 

豊田 新一  福島県林研グループ連絡協議会 会⾧ 

藤野 正也 会⾧ 京都府立林業大学校 客員教授 

緑川 平壽  福島県指導林家連絡協議会 会⾧ 

山本 美穂  宇都宮大学農学部 教授 

  



148 

 

元 農 第 ２ １ ０ ５ 号 
令和２年１月３１日 

 
福島県水産業振興審議会⾧ 様 

 
福島県知事 

 
新しい福島県農林水産業振興計画の策定について（諮問） 

東日本大震災及び原子力災害からの復興状況や時代潮流等を踏まえ、⾧期的展望に立っ
た本県農林水産業振興の基本的な方向性を示す必要があるため、附属機関の設置に関する
条例（昭和２９年福島県条例第３５号）第２条の規定に基づき、新しい福島県農林水産業
振興計画の策定について、貴審議会に諮問します。 

 

３ 水 審 第 ５ 号 
令和３年１２月２日 

 
福 島 県 知 事 殿 

 
福島県水産業振興審議会会⾧ 

 
福島県農林水産業振興計画の策定について（答申） 

令和２年１月３１日付け元農第２１０５号で諮問のあったこのことについては、審議検討
の結果、別紙「福島県農林水産業振興計画案」のとおり答申します。 

なお、計画の推進にあたっては、東日本大震災及び原子力災害に加え、頻発化・激甚化す
る自然災害、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う需要減少など、二重三重の深刻かつ甚大
な影響を受けている本県の農林水産業・農山漁村の状況を踏まえ、以下の点に格別の配慮を
払われるよう要望します。 

記 
１ 県は、国や市町村、関係団体と連携しながら、農林水産業・農山漁村をめぐる情勢を注

視し、生産者等が希望をもって活動を継続できるよう多様化・複雑化している課題にきめ
細かに対応すること。 

２ 本計画は「『もうかる』『誇れる』共に創るふくしまの農林水産業と農山漁村」の実現に
向け、様々な主体が相互に協力し取り組んでいくための共通の指針となるものであること
から、計画の趣旨や内容等を広く周知するとともに、計画に基づいた取組や実績の情報発
信に努めること。 

３ 県の取組について、毎年度、成果・実績の進行管理を行い、その結果を次年度の事業等
に反映させ、計画の実現に向けた実効性のある取組となるよう努めること。 
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任期：令和元年１１月１日から令和３年１０月３１日 

氏 名 所属団体・役職等 

清水 敏男 
（R3.9.27 まで） 

 いわき市⾧ 

内田 広之 
（R3.9.28 から） 

 いわき市⾧ 

吉田 数博  浪江町⾧ 

江川 章  いわき市漁業協同組合 代表理事組合⾧ 

佐川 泉  福島県内水面漁業協同組合連合会 代表理事会⾧ 

立谷 寛治  相馬双葉漁業協同組合 代表理事組合⾧ 

野﨑 哲 副会⾧ 福島県漁業協同組合連合会 代表理事会⾧ 

八島 宏幸  農林中央金庫福島支店 営業第二班次⾧ 

鈴木 延枝 
（R3.3.31 まで） 

 福島海区漁業調整委員会 委員 

宮下 朋子 
（R3.4.15 から） 

 福島海区漁業調整委員会 委員 

久保木 幸子  福島県漁協女性部連絡協議会 会⾧ 

高橋 一泰  福島県漁業協同組合青壮年部連絡協議会 会⾧ 

大越 和加 会⾧ 東北大学大学院農学研究科 教授 

北原 康子  福島県消費者団体連絡協議会 理事 

鈴木 扶美枝  公募委員 

濱田 奈保子  東京海洋大学学術研究院食品生産科学部門 教授 

原田 英美  福島大学食農学類 准教授 

（敬称略） 

※ 答申案を取りまとめたのが令和３年１０月２５日に開催した審議会であったことから、任期が
令和元年１１月１日から令和 3 年１０月３１日までの委員名簿を掲載しております。 
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発行者：福島県（農林水産部農林企画課） 

〒９６０－８６７０ 

福島県福島市杉妻町 2 番 16 号 

電話 ０２４（５２１）７３１９ 

ホームページ 
http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36005b/norinkikaku25.html 

 


